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(57)【要約】
ディスペンサ（１０）は、ハウジング（１２）と、表面
（２２ａ）を有し、ハウジング（１２）内に配置された
基板（２２）と、ハウジング（１２）内に配置され、揮
発性活性物質を有するリザーバ（１４）と、リザーバ（
１４）に動作可能に接続したアクチベータ（１６）を含
む。アクチベータ（１６）が動作すると、揮発性活性物
質（２０）は、第１の発散速度を有する揮発性活性物質
（２０）の第１の量（２４）と第２の発散速度を有する
揮発性活性物質（２０）の第２の量（２６）を生成する
ために、リザーバ（１４）から表面（２２ｂ）上に放出
される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスペンサであって、
ハウジングと、
前記ハウジング内に配置され、表面を有する基板と、
前記ハウジング内に配置され、揮発性活性物質を含むリザーバと、
前記リザーバに動作可能に接続されたアクチベータと、を有し、
前記アクチベータが作動すると、第１の発散速度を有する第１の量の揮発性活性物質と、
第２の発散速度を有する第２の量の揮発性活性物質を生成するために、前記揮発性活性物
質が前記リザーバから前記表面上へと放出されるディスペンサ。
【請求項２】
前記第１の量の揮発性活性物質は、前記基板の前記表面から偏向されている請求項１のデ
ィスペンサ。
【請求項３】
前記ハウジングが、プラスチック、ＰＥＴ不織布基材、金属、ガラス、製造された材料、
天然材料、リサイクル材料、再生材料、木材、石、紙、岩石、又はそれらの組み合わせを
含む、請求項１のディスペンサ。
【請求項４】
前記基板は、プラスチック、ポリマー、金属、布、不織布、セルロース系材料、ガラス、
及びそれらの組み合わせを含む、請求項１のディスペンサ。
【請求項５】
前記基板は、凹凸のある表面、表面パターン、粗い表面、滑らかな表面、溝を掘った表面
、及びそれらの組み合わせを含む、請求項４のディスペンサ。
【請求項６】
前記リザーバは、エアゾール容器を含む、請求項１のディスペンサ。
【請求項７】
前記揮発性活性物質が芳香剤、殺虫剤、脱臭剤、防カビ剤、殺菌剤、消毒剤、ペットバリ
ア、及びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１のディスペンサ。
【請求項８】
前記揮発性活性物質が殺虫剤である請求項１のディスペンサ。
【請求項９】
前記アクチベータが手動の押しボタンを含む請求項１のディスペンサ。
【請求項１０】
前記アクチベータが、センサで作動する機械的又は電気機械システムを含む請求項１のデ
ィスペンサ。
【請求項１１】
前記センサは、光検出器、フォトダイオード光検出器、フォトレジスタ、フォトダイオー
ド、フォトトランジスタ、又は受動赤外線センサを含む、請求項１０のディスペンサ。
【請求項１２】
前記電気機械システムは、ソレノイドを含む請求項１０のディスペンサ。
【請求項１３】
ディスペンサであって
ハウジングと、
基板と、
揮発性活性物質及び液体キャリアを含む組成物を保持するリザーバと、
前記リザーバに動作可能に接続されたアクチベータと、を有し、
前記アクチベータが作動すると、前記組成物の流れが、前記基板の表面に衝突するように
前記リザーバから放出され、
前記組成物の衝突時に、前記組成物の第１の部分Ｘが前記ディスペンサから偏向され、前
記組成物の第２の部分Ｙが、前記基板の前記表面上に堆積され、
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比Ｘ／Ｙが可変であるディスペンサ。
【請求項１４】
ユーザが前記比Ｘ／Ｙを変化させることを可能にするコントローラをさらに含む、請求項
１３のディスペンサ。
【請求項１５】
前記コントローラが流れと前記ハウジングの壁の前記表面との接触角を制御する請求項１
４のディスペンサ。
【請求項１６】
前記基板が、前記揮発性活性物質に対して不透過性である請求項１５のディスペンサ。
【請求項１７】
ディスペンサであって
表面を有するハウジングと
組成物を含むリザーバと
前記リザーバに動作可能に接続されたアクチベータと、を有し、
前記アクチベータが作動すると、第１の発散速度を有する第１の量の組成物と、第２の発
散速度を有する第２の量の組成物と、第３の発散速度を有する第３の量の組成物を生成す
るために、前記組成物が前記リザーバから前記表面上へと放出されるディスペンサ。
【請求項１８】
前記第１の発散速度と、前記第２の発散速度と、前記第３の発散速度と、が異なる請求項
１７のディスペンサ。
【請求項１９】
前記ディスペンサは複数の表面を有し、
前記アクチベータが複数のノズルを有する、請求項１７のディスペンサ。
【請求項２０】
前記アクチベータが作動する際に、前記組成物の複数の流れが前記複数の表面上に放出さ
れる、請求項１９のディスペンサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、異なる発散速度を有する組成物の一部を生成するための、ディスペンシングシ
ステム（ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）から製品を排出するための装置に関する
。特に、スプレー装置からの流体又は製品をディスペンスする（Ｄｉｓｐｅｎｓｅ）ため
のディスペンサ（Ｄｉｓｐｅｎｓｅｒ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
殺虫剤及び／又は芳香剤ディスペンサにおいて、典型的には、組成物は、受動拡散によっ
てプリチャージ基板から発する場合と、放出機構の作動時に容器から放出される場合の、
能動的又は受動的のいずれかで拡散する。各システムは、他に、利点を有する。例えば、
能動的システムが迅速に昆虫を撃退又は悪臭を克服するために環境中に所望量の殺虫剤又
は香料を放出することをユーザに可能にする。しかし、組成物の強度のこれらの急上昇は
、通常は急速に減衰する。他方、受動的システムは、作動の際に、組成物の所望の量を放
出する能力を持たず、典型的には、能動的システムと比較して、組成物の強度のより微妙
な減衰を有するシステムである。
【０００３】
他に能動的システムの制御された放出及び受動システムの持続した放出を利用するために
、能動的及び受動的システムを組合せようとしてきた。例えば、ディスペンサは空気中に
、吸収部材に直接スプレーをディスペンスする。ディスペンサは、エアゾール容器及びエ
アゾール容器の上部に配置されたキャップを含む。オーバーキャップは通気円筒形の側壁
と通気トップ部分を含む。プランジャ部品は、容器のバルブステムに係合し、キャップの
頂部を通って延びる。プランジャは、その両側に形成された２つのポートを含む。２つの
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吸収性キャリア部材（ａｂｓｏｒｂｅｎｔ ｃａｒｒｉｅｒ ｍｅｍｂｅｒｓ）はプランジ
ャ部品の周りにオーバーキャップの上部内に配置される。キャリア部材は、断面が略半円
形であり、２つの直径方向で対向する通路を構築するような方法で、プランジャの周囲に
配置されている。プランジャ部品を作動させると、香りが大気中にポートと反対側から通
路を通って放出される。ポート及び通路は整列しないように、プランジャを作動させたと
きに、スプレーを直接キャリア要素にポートから放出されるように、オーバーキャップは
また９０度回転することができる。スプレーが通路を通って、同時にキャリア部材上に放
出することができるように、追加のポートは、プランジャに設けられてもよい。
【０００４】
別のデバイスは、簡易空気処理と、効果的な持続的な空気処理のための吸収成分の再装填
のために、空気中に空気処理組成物を同時に噴射する。デバイスは、エアゾール容器のバ
ルブステムと連通する通路を有する円筒状通気壁と作動ボタンを含むエアゾール容器用オ
ーバーキャップを含む。吸収性部材は、オーバーキャップ内に配置される。デバイスが起
動されると、空気処理組成物は、スプレーオリフィスを通って大気中に放出される前に通
路に形成された複数の出口を通過する。複数の出口は、空気のその後の受動的な処理のた
めに、吸収部材上に空気処理組成物の一部を導く。好ましい実施形態では、通路の周りに
９０度の間隔をあけ４つの出口を含む。あるいは、出口は、通路内の代わりに、エアロゾ
ル容器のバルブステムに形成することができる。
【０００５】
同様に、追加の蒸気ディスペンサは香料の放出のための複数の送達機構を含む。ディスペ
ンサは、香料の第１の連続した受動的放出を提供するための容器とつながるエマネータ（
発散装置）を有する連続送達機構を含む。ディスペンサはまた、香りの瞬間的な発散を提
供するためのオンデマンドの運搬機構を含む。また、オンデマンド運搬機構が作動すると
、連続的な運搬機構又は第２の表面上の香料の発散の部分を堆積させることによって、香
りの第２連続受動的放出を生じさせる。第１及び第２の受動放出の組み合わせは、単独の
連続配信機構によって放出される香りよりも高い強度のある香りの放出を提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかし、これらの二重システムのいずれも、組成物の能動的な運搬と、単一の組成物に対
する複数の発散速度を有する殺虫剤（又は他の揮発性活性物質）を生成する受動発散面と
の間の関係を使用する現在のシステムの利点が認められない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明の一態様によれば、ディスペンサは、ハウジングと、ハウジング内に配置され、表
面を有する基板と、ハウジング内に配置され、揮発性活性物質を含むリザーバと、リザー
バに動作可能に接続されたアクチベータを含む。アクチベータが作動すると、第１の発散
速度を有する第１の量の揮発性活性物質と、第２の発散速度を有する第２の量の揮発性活
性物質を生成するために、揮発性活性物質がリザーバから表面上へと放出される。
【０００８】
別の態様によれば、ディスペンサは、ハウジングと、基板と、揮発性活性物質と液体キャ
リアを有する組成物とを含むリザーバ、及び、リザーバに動作可能に接続されたアクチベ
ータを含む。アクチベータが作動すると、組成物の流れが、リザーバから放出されて基板
の表面に衝突する。組成物の衝突時において、組成物の第１の成分Ｘはディスペンサから
偏向され、組成物の第２の成分Ｙは基板の表面上に堆積する。比Ｘ／Ｙは可変である。
【０００９】
さらなる態様によれば、ディスペンサは、表面を有するハウジングと、揮発性活性物質を
有する組成物を含むリザーバ、及び、リザーバに動作可能に接続されたアクチベータを含
む。アクチベータが作動すると、第１の発散速度を有する第１の量の組成物と、第２の発
散速度を有する第２の量の組成物と、第３の発散速度を有する第３の量の組成物とを生成
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するために、組成物がリザーバから表面上に放出される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、ディスペンサの一実施形態の概略立面図である。
【図１Ａ】図１Ａは、ディスペンサハウジングと一体の基板と、ディスペンサの別の実施
形態の概略立面図である。
【図２】図２は、成形基板と、ディスペンサの別の実施形態の概略立面図である。
【図３】図３は、成形基板と、ディスペンサのさらなる実施形態の概略立面図である。
【図４】図４は、偏向され、基板上に堆積される組成物の量を変化させる制御機構を有す
るディスペンサの他の実施形態の概略立面図である。
【図５】図５は、ノズルと基板と、複数のディスペンサの他の実施形態の概略立面図であ
る。
【図６】図６は、図５に示したディスペンサの実施形態の変形例の概略平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
本開示は、揮発性活性物質含有組成物をディスペンスするためのディスペンサに関する。
本明細書に記載のディスペンサは、テーブル上、棚、若しくは、その他の平坦な表面に配
置する独立型の装置として、又は、ヒト若しくは動物に実施することができる個人的なデ
バイスとして使用することができる。図１は、ハウジング１２、ディスペンスされる組成
物を含むリザーバ１４、ノズル１８を介してリザーバから組成物を放出するアクチベータ
１６を含むディスペンサ１０の第１の実施形態を示す。ハウジング１２は、たとえば、プ
ラスチック、ＰＥＴ不織布基材、金属、ガラス、又は、それらの組み合わせなど任意の適
切な材料から構成することができる。さらに、材料は、人工物、天然物、及びリサイクル
又は再利用材料の組み合わせを含んでもよい。場合によっては、材料がその天然木材、石
、紙、又は岩などの物質、又はこれらの組み合わせから選択又は類似するように構成され
た製造された材料を含む。そのような材料は、それらに触れたときに自然な外観及び／又
は自然な感じを持つことに基づいて選択することができる。天然素材、又は天然素材の類
似体を組み込むことにより、ディスペンサ１０は、屋外の場所や、サンルームや、部屋や
、バルコニー等に設置するときに、より適切に見えるようにすることができ、又は家にお
いて既存の自然物の外観を補完することができる。
【００１２】
ディスペンサ１０は、特定の条件の発生時に、ハウジング１２内に配置された１つ以上の
リザーバ１４から組成物を排出するように構成されている。 特定の条件は、ディスペン
サ１０を手動で作動状態にするものであって、ユーザによって押されリザーバのバルブを
開く手動プッシュボタン１６ａを含むことができる。別の実施形態において、アクチベー
タ１６は、リザーバから組成物を放出するために、追加及び／又は代替の機構を含むこと
ができる。例えば、アクチベータ１６は、動作可能にリザーババルブに接続されたソレノ
イド１６ｂを含むことができる。
【００１３】
また、条件は、自動起動するアクチベータであってもよく、たとえば、機械的又は電気機
械的システムが、モーションセンサ又はセンサの他のタイプのセンサ等から経過時間の間
隔の信号に応答して、デバイスを作動状態化するものでもよい。一実施形態では、センサ
部１６ｃは、光検出器又はフォトダイオード光検出器、フォトレジスタ、フォトダイオー
ド、フォトトランジスタ、又は受動赤外線センサのような光検出素子であってもよい。例
えば、自動起動するアクチベータは、その中に組成物を放出するためにリザーバ内にバル
ブを押下げるハウジング内に保持され、電池で駆動する、ソレノイドを駆動することがで
きる。
【００１４】
リザーバは、エアゾール容器等であってもよい。本明細書中で使用することができるリザ
ーバ、作動機構、組成、基板などのさらなる例は、米国特許第７８３７０６５、８０６１
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５６２、及び米国特許出願シリアル番号１１／８０１５５４、１１／８９３４５６、１１
／８９３４８９、１１／８９３４７６、１１／８０５９７６、及び１１／８９３５３２に
開示されているものが挙げられる。
【００１５】
別の実施形態では、リザーバは、揮発性活性物質含有組成物を保持するチャンバ、ベンチ
ュリ（Ｖｅｎｔｕｒｉ）スロート、又は、チャンバ内の構成と流体が行き来できる別のチ
ャンバ、及び空気圧縮機とを含むことができる。この実施形態では、圧縮空気ベーター１
６によるリザーバ１４が作動すると、それによってエアロゾル化揮発性活性物質を含有す
る組成物が、ベンチュリ室を強制的に通過して放出される。
【００１６】
アクチベータ１６が作動すると、リザーバ１４内に保持された組成物の流れ（ｓｔｒｅａ
ｍ）２０は、基板２２上に放出される。流れ２０は、分散体の形態で、典型的にはプルー
ムパターンを有することができ、（図１ないし６に示したように）側面から見たときに、
ノズルから放出されるプルームが分散プルームパターンの角を形成する。本明細書に記載
した流れ２０は、一般にスプレーパターンを二等分する中心軸である。これは、流れの部
分は、典型的には、この中心軸の両側に分配されることが理解される。ディスペンスされ
る構成物は、芳香剤、殺虫剤、脱臭剤、防カビ剤、殺菌剤、消毒剤、ペットバリア、又は
キャリア（たとえば、油性及び／又は水に基づく）液内に配置された他の化合物、他の活
性揮発性活性物質、脱臭液などを含んでいてもよい。例えば、流体は、いずれも、ウィス
コンシン州ラシーンのＳＣジョンソンアンドソンによって販売される、家庭用、商業用の
、及び業務用の空気とカーペット消毒剤であるＯＵＳＴ（登録商標）、又は、家庭用消臭
の、ＧＬＡＤＥ（登録商標）、の両方を含むことができる。流体はまた、消毒剤、空気及
び／又は布地フレッシュナー、洗浄剤、臭気エリミネータ、カビ又は白カビ抑制剤、防虫
剤など、又はアロマ特性を有する他のものなどの他の活性物質を含んでもよい。流体は、
代替的に、推進剤を用いて、ガス中に懸濁及び／又は推進粒子又は液滴の形態で分散する
のに適したものなどの容器からディスペンスすることができる当業者に公知の任意の流体
を含む。ディスペンサ１０は、したがって、異なる流体又は製品製剤の任意の数をディス
ペンスするように適合されている。
【００１７】
基板２２は、プラスチック、ポリマー、金属、布、不織布、セルロース系材料、ガラス、
及びそれらの組み合わせを含む任意の適切な材料で作ることができる。一実施形態におい
て、基板２２は、ポリエチレンテレフタレートの不織布基材である。別の実施形態では、
基板２２は、アルミニウム基板である。さらなる実施形態において、基板２２は、非吸収
性底層と吸収性トップ層を有する、例えば多層基板、である。吸収度及び／又は透過性の
程度が異なる任意の数の層が考えられる。
【００１８】
また、基板２２は、種々のテクスチャ及び／又は表面パターン、たとえば粗面、滑らかな
表面、溝を掘った表面等、及び、これらの組み合わせを有してもよい。したがって、いっ
たん流れ２０が、基板２２の表面２２ａに衝突すると、流れの第１の部分２４は、プルー
ム（ｐｌｕｍｅ）を生成するために、基板から離れて偏向され、基板の表面特性及び／又
は基質の特性により、第２の部分２６は、部分的に基板に吸収及び／又は上に分散されて
もよい。この文脈での偏向は、基板２２との衝突時の流れ２０の速度のうちの１つ以上に
よって影響を受ける可能性のある、基板の組成物の基板の組成リバウンドを意味し、流れ
の角度Ａは、基板表面２２ａ、基板のテクスチャ、組成物のレオロジー特性のばらつき等
に関連する。従って、ディスペンサ１０は、組成物中に含まれる揮発性活性物質の作動の
際に、同時に基板２２に充填され、揮発性活性物質のプルームを形成するために基板から
離れて偏向される。プルームは、このように迅速にディスペンサ１０が配置されている環
境に浸透する環境に対して揮発性活性物質の発散を提供してもよい。基板２２内及び／又
は上に堆積される第２の部分２６は、より遅く、持続放出する揮発性活性物質の受動的な
放射のための供給源を提供し、部分的には、ディスペンサ１０内の環境をより保護し得る
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。さらに、プルームの一部は、ディスペンサのハウジングの外側の空気流が相対的に大き
いことからディスペンサ内の堆積物の発散速度よりも潜在的にはより高い発散速度であっ
て、プルームの発散速度よりも小さい発散速度を有する二次的な受動的システムを作成す
るために、ディスペンサ１０を囲む表面上に配置される。
【００１９】
ディスペンサ１０から偏向される組成物（例えば、第１の部分２４）の量は、ディスペン
サ上及び／又は内に堆積する組成物（例えば、第２の部分２６）の量に対して、比Ｘ／Ｙ
で表すことができ、Ｘは偏向部の量であり、Ｙは堆積部分の量である。例えば、第１部分
２４と第２の部分２６が等しい場合には、比Ｘ／Ｙは１であり、偏向部の量と堆積部分の
量が等しい。第１の部分２４が、第２の部分２６よりも大きい場合、比は１より大きい値
を有し、第１の部分２４よりも第２の部分２６の方が大きい場合その逆である。相対的な
値であるＸ／Ｙは、約１００／０、又は約９０／１０、又は約８０／２０、約７０／３０
、約６０／４０、約５０／５０、約４０／６０、約３０／７０、約２０／８０、約１０／
９０、又は約０／１００との間の全ての値を含むパーセンテージで表すことができる。
【００２０】
基板２２の材料及び表面特性は、例えば第１の部分２４及び第２部分２６の比であるＸ／
Ｙに対して影響を及ぼし得る。たとえば、硬い、疎水性、不透過性の表面は、柔らかく、
親水性、透過性の表面と比較して、水を基質とする組成物を撃退する可能性が高い。した
がって、組成物の性質を変化させるだけでなく、基板２２の性質を変化させることにより
、比Ｘ／Ｙを制御することができるのである。さらにいえば、基板２２の表面特性は、表
面上に硬い、柔らかい、親水性の液体、疎水性、不透過性、液体透過性及びその組み合わ
せでもよい。例えば、表面２２ａは、疎水性及び親水性領域及び／又は、硬い領域及び柔
らかい領域、及び／又は、液体透過性及び不透過領域、を交互にして市松模様の構成を有
してもよい。
【００２１】
組成物の第１の部分２４と第２の部分２６の比率である比Ｘ／Ｙは、さらに、例えば、流
れ２２と基板上の基板２２ａとのなす角Ａ（流れ２０の中心軸と、基板２２への流れのＺ
軸の周りの接触点である基板面２２ａとの間で測定された角度）を変えることによって、
変更することができる（図１参照）。例えば、角Ａの大きさを減少させる（基板２２の上
部が流れ２０に向かって回動するときに）ことで、表面２２ａ上の流れの影響面積を大き
くすることができる。衝突の大きい領域は、面２２ａ上及び／又は基板２２内に組成をよ
り多く保持し、少量を偏向させる。
【００２２】
別の実施形態では、比Ｘ／Ｙは、流れの所与の速度に対して、流れ２０が移動するノズル
１８と表面２２ａとの間の距離２０ａを変えることによって変更することができる。例え
ば、リザーバ１４は、基板２２から近づいたり遠くに配置することができ、それぞれ、比
Ｘ／Ｙが増加し、比Ｘ／Ｙが減少する。
【００２３】
さらに、リザーバ１４内の圧力を一定に維持しながら、ノズル１８（又はオリフィスの大
きさ）の口径を増加又は減少させてもよく、それぞれ、流れ２０の速度は減少、又は、増
加する。また、比Ｘ／Ｙは、発散流れ２０の性質によって、たとえば、細いジェット又は
加圧エアゾールスプレーのＶ字型の円錐であるかどうかにより、少なくとも部分的には決
定することができる。
【００２４】
図１Ａに示す別の実施形態では、基板２２は、ハウジング１２と一体である。この実施形
態では、流れ２０と基板の表面２２ａとのなす角Ａは、ハウジングの形状によって決定す
ることができる。例えば、図１Ａに示すように、ハウジングは、花又は花瓶などハウジン
グが大きければ、角度Ａが小さく、フレア状の構成を有している場合に類似し得る。
【００２５】
図２と図３とに示す、更なる実施形態では、基板２２の表面２２ａの形状は、比Ｘ／Ｙに
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影響を及ぼし得る。図２に示すように、凸状の基板２２は、基板上の流れ２０に対し、影
響面積が大きいために、基板が組成物を吸収する性質である場合には、前記比を減少させ
ることができる。他方、比Ｘ／Ｙをさらに高める凸形状は、複数の方向に流れ２０を偏向
させるのに役立ち得る。図３では、基板２２の凹面２２ａは、第１部分２４の体積との比
Ｘ／Ｙを増加させるための流れ２０を、より効率的に偏向させることができる。
【００２６】
図４に示す一実施形態では、基板２２は、不浸透性があり、かつ、ディスペンサ１０の作
動時に流れ２０に影響されるため２つの面２２ａ、２２ｂ上に組成物の最小量を保持する
ように設計されている。この実施形態では、基板２２ａの影響は第１の部分２４を形成す
るために変更され、基板２２ｂは第３の部分２８を形成するために偏向される。第２の部
分２６は、最小限、表面２２ａ上と２２ｂ上に堆積する。第３の部分２８は、下向きに偏
向させることができる受動的放射器として機能するように、ディスペンサ１０容量を増加
させることができ、第２の基板３０上に堆積させることができるのに対し、第１の部分２
４は、環境中に上向きに偏向されてもよい。さらに、制御機構３２により、ユーザは、ピ
ボット３４についての基板２２を回動させることで、ディスペンサ１０の比Ｘ／Ｙを変更
することができる。たとえば、角Ａが許す限り基板２２を回転させて小さくすることによ
って、表面２２ｂが最大の流れ２０にさらされ、第２基板３０に向かって流れのすべてが
偏向する。この状態では、第１の部分２４の量はゼロ又はほぼゼロであることから、ディ
スペンサ１０は大気圧へ完全に受動的にレンダリングされてもよい。逆に、角Ａを最大と
することによって、ディスペンサ１０は、第１の部分２４を最大にすることができるし、
それによって周囲の環境中に揮発性活性物質の発散速度を最大化する。
【００２７】
図４と同様の別の実施形態において、比Ｘ／Ｙを変化させる目的で、コントローラは、フ
レキシブル基板の形状を変更するために使用することができる。
【００２８】
図５及び図６に示す別の実施形態では、ディスペンサ１００は、揮発性活性組成物をディ
スペンスするための容量が増加している。図５に示すように、ハウジング１１２は、２つ
の基板１２２ａ及び１２２ｂと、リザーバ１１４と、２つの基板１２２ａ及び１２２ｂの
上に、流れ１２０ａ、１２０ｂをデュアル方向に放射するノズル１１８ａ及び１１８ｂで
あるノズル１１８を含むアクチベータ１１６とを含むように構成されている。ここでは、
２つの流れ１２０ａ及び１２０ｂは、第１の部分１２４a及び１２４bを２つの部分に、第
２の部分１２６ａは及び１２６ｂを２つの部分に、形成するように偏向され、２つの基板
１２２ａ及び１２２ｂの上に堆積させる。本実施形態では、比Ｘ／Ｙは、すべての変数が
同じになるように仮定して図１に示す実施形態のものと同一又は同様であろうと想定され
る。
【００２９】
図６に示す別の実施形態では、ディスペンサ１００は、４つの基板１２２ａないしｄ、少
なくとも一つのリザーバ１１４、及び４つのノズル１１８ａないしｄを有するアクチベー
タ１１６を含むように構成されたハウジング１１２を含む。４つのノズル１１８ａ乃至ｄ
は、４つの基板１２２ａないしｄの上に、それぞれ４つの第１の部分１２４ａないしｄと
第２の部分１２６ａないしｄを生成する４つの流れ１２０ａないしｄを放射する。ここで
も、比Ｘ／Ｙは、すべての変数が一定であると仮定して図１に示す実施形態のものと同一
又は同様であろうと想定される。
【００３０】
本明細書で考えられるその他の機能としては、ユーズアップインジケータがある。例えば
、揮発性の活性物質は、ハウジングと一体の基材上に分配され、一実施形態では、揮発性
活性物質が完全に蒸発したことを示すために、ハウジングの壁内又は現れたり消えたりし
得るインクが、ハウジングの壁に設けられていてもよい。
【００３１】
発明の詳細な説明で引用した全ての文献は、関連部分において、参照により本明細書に組
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み込まれる。いずれの文献の引用も、それが本発明に対する先行技術であるという承認と
して解釈されるべきではない。
【００３２】
本発明の多数の変形は、前述の説明の観点から当業者には明らかであろう。したがって、
この説明は、例示としてのみ解釈されるべきであり、本発明を作成し使用し、同じ実施す
る最良の形態を教示するために、当業者に可能にする目的のために提示されている。添付
の特許請求の範囲の範囲内に入るすべての変更の排他的権利が確保されている。

【図１】 【図１Ａ】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月10日(2014.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスペンサ（１０）であって、
ハウジング（１２）と、
前記ハウジング（１２）内に配置され、表面（２２ａ）を有する基板（２２）と、
前記ハウジング（１２）内に配置され、揮発性活性物質を含むリザーバ（１４）と、
前記リザーバ（１４）に動作可能に接続されたアクチベータ（１６）と、を有し、
前記アクチベータ（１６）が作動すると、前記ディスペンサ（１０）から第１の発散速度
（２４）を有する第１の量の揮発性活性物質と、前記ディスペンサ（１０）から第２の発
散速度（２６）を有する第２の量の揮発性活性物質を生成するために、前記揮発性活性物
質が前記リザーバ（１４）から前記表面上へと放出されるディスペンサ（１０）。
【請求項２】
前記第１の量（２２）の揮発性活性物質は、前記基板の前記表面（２２ａ）から偏向され
ている請求項１のディスペンサ（１０）。
【請求項３】
前記ハウジング（１２）が、プラスチック、ＰＥＴ不織布基材、金属、ガラス、製造され
た材料、天然材料、リサイクル材料、再生材料、木材、石、紙、岩石、又はそれらの組み
合わせを含む、請求項１のディスペンサ（１０）。
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【請求項４】
前記基板（１２）は、プラスチック、ポリマー、金属、布、不織布、セルロース系材料、
ガラス、及びそれらの組み合わせを含む、請求項１のディスペンサ（１０）。
【請求項５】
前記基板（１２）は、凹凸のある表面、表面パターン、粗い表面、滑らかな表面、溝を掘
った表面、及びそれらの組み合わせを含む、請求項４のディスペンサ（１０）。
【請求項６】
前記リザーバ（１４）は、エアゾール容器を含む、請求項１のディスペンサ（１０）。
【請求項７】
前記揮発性活性物質が芳香剤、殺虫剤、脱臭剤、防カビ剤、殺菌剤、消毒剤、ペットバリ
ア、及びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１のディスペンサ（１０
）。
【請求項８】
前記揮発性活性物質が殺虫剤である請求項１のディスペンサ（１０）。
【請求項９】
前記アクチベータ（１６）が手動の押しボタンを含む請求項１のディスペンサ（１０）。
【請求項１０】
前記アクチベータ（１６ａ）が、センサ（１６ｃ）で作動する機械的又は電気機械システ
ムを含む請求項１のディスペンサ（１０）。
【請求項１１】
前記センサ（１６ｃ）は、光検出器、フォトダイオード光検出器、フォトレジスタ、フォ
トダイオード、フォトトランジスタ、又は受動赤外線センサを含む、請求項１０のディス
ペンサ（１０）。
【請求項１２】
前記電気機械システムは、ソレノイド（１６ｂ）を含む請求項１０のディスペンサ（１０
）。
【請求項１３】
ディスペンサ（１０）であって
ハウジング（１２）と、
基板（２２）と、
揮発性活性物質及び液体キャリアを含む組成物を保持するリザーバ（１４）と、
前記リザーバ（１４）に動作可能に接続され、ハウジング内に配置されたアクチベータ（
１６）と、を有し、
前記アクチベータ（１６）が作動すると、前記組成物の流れが、前記基板（２２）の表面
（２２ａ）に衝突するように前記ディスペンサ（１０）から放出され、
前記組成物の衝突時に、前記組成物の第１の部分Ｘ（２４）が前記ディスペンサ（１０）
から偏向され、前記組成物の第２の部分Ｙ（２６）が、前記基板（２２）の表面上（２２
ａ）に堆積され、
比Ｘ／Ｙが可変であるディスペンサ。
【請求項１４】
ユーザが前記比Ｘ／Ｙを変化させることを可能にするコントローラ（３２）をさらに含む
、請求項１３のディスペンサ（１０）。
【請求項１５】
前記コントローラ（３２）が流れ（２０）とハウジングの壁の前記表面との接触角を制御
する請求項１４のディスペンサ（１０）。
【請求項１６】
前記基板（２２）が、前記揮発性活性物質に対して不透過性である請求項１５のディスペ
ンサ（１０）。
【請求項１７】
ディスペンサ（１０）であって
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表面（２２ａ、ｂ）を有するハウジング（１２）と
組成物を含むリザーバ（１４）と
前記リザーバ（１４）に動作可能に接続されたアクチベータ（１６）と、を有し、
前記アクチベータ（１６）が作動すると、ディスペンサ（１０）から第１の発散速度を有
する第１の量（２４）の組成物と、ディスペンサ（１０）から第２の発散速度を有する第
２の量（２６）の組成物と、ディスペンサ（１０）から第３の発散速度を有する第３の量
（２８）の組成物を生成するために、前記組成物が前記リザーバ（１４）から前記表面上
（２２ａ、ｂ）へと放出されるディスペンサ（１０）。
【請求項１８】
前記第１の発散速度と、前記第２の発散速度と、及び前記第３の発散速度と、が異なる請
求項１７のディスペンサ（１０）。
【請求項１９】
前記ディスペンサ（１０）は複数の表面を有し、
前記アクチベータ（１６）が複数のノズル（１１８ａ―ｄ）を有する、請求項１７のディ
スペンサ（１０）。
【請求項２０】
前記アクチベータ（１６）が作動する際に、前記組成物の複数の流れ（１２０ａ―ｄ）が
前記複数の表面上に放出される、請求項１９のディスペンサ（１０）。
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